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おいしい瞬間を届けたい 



増減 率 前回見込 増減 増減 率 前回見込 増減 増減 率 前回見込 増減 中計 増減

加工食品 1,001 35 4% 1,017 -16 984 11 1% 1,023 -39 1,985 46 2% 2,040 -55 1,842 143
水産 340 -6 -2% 333 7 349 9 3% 355 -6 689 2 0% 688 1 650 39
畜産 450 30 7% 418 32 431 -44 -9% 422 9 881 -14 -2% 840 41 735 146
低温物流 917 27 3% 917 -0 903 10 1% 920 -17 1,820 37 2% 1,837 -17 1,790 30
不動産 23 -1 -6% 23 0 24 1 4% 24 -0 47 -0 -1% 47 0 48 -1
その他 23 6 32% 21 2 26 -0 -2% 25 1 49 5 12% 46 3 45 4
調整額 -101 -1 - -105 4 -99 -4 - -103 4 -200 -4 - -208 8 -198 -2

2,653 89 3% 2,624 29 2,618 -18 -1% 2,666 -48 5,271 71 1% 5,290 -19 4,912 359
加工食品 34 13 62% 31 3 34 1 3% 34 -0 68 14 26% 65 3 82 -14
水産 1 -1 -55% 2 -1 3 3 - 3 -0 4 2 63% 5 -1 7 -3
畜産 3 1 57% 2 1 3 1 65% 3 -0 6 2 60% 5 1 7 -1
低温物流 53 12 29% 43 10 47 1 2% 48 -1 100 13 15% 91 9 90 10
不動産 11 1 8% 10 1 10 -1 -10% 11 -1 21 -0 -1% 21 0 21 0
その他 4 2 217% 2 2 2 -2 -47% 3 -1 6 0 6% 5 1 5 1
調整額 -3 -1 - -2 -1 -2 -4 - -3 1 -5 -5 - -5 0 -8 3

104 27 35% 88 16 96 -1 -1% 99 -3 200 26 15% 187 13 204 -4
103 27 36% 84 19 91 -2 -2% 96 -5 194 25 15% 180 14 197 -3
63 21 49% 53 10 57 4 7% 60 -3 120 25 26% 113 7 120 0

為替レート 2015年度 2015年度 2014年度 8.9% 1.4% 8.4% 0.5% 8.8% 0.1%
見込 実績 実績 42円 9円 27% 40円 2円

米ドル／円 122.00 120.24 102.47

ユーロ／円 135.00 134.17 140.43

ROE（株主資本利益率）

EPS

単位：億円

見込
前年同期間比 前回見込比前回見込比

２０１６年３月期

売上高合計

中計比前年同期間比

通期第３・４四半期（累計）

見込
前年同期間比 前回見込比

営業利益合計

純利益

実績

第２四半期（累計）

経常利益
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おいしい瞬間を届けたい 

主力事業が好調に推移し、通期では過去最高益を見込む 
＜連結業績サマリ＞ 

注：①当期より加工食品事業の売上の計上基準について会計方針を変更（販売促進費等を販売費計上ではなく売上高から控除する方法へ  
     変更）しています。これに伴い、前期の数値も遡及修正を行っています。詳細は12ページを参照ください。                                                       
     ②為替レートの実績は１月～６月までの期中平均で算出しています。 

1.売上高は主力の加工食品と低温物流が全体を牽引し増収。通期でも増収を見込む。 

2.営業利益は加工食品と低温物流が増益に寄与。通期でも２６億円の大幅増益を見込む。 

3.通期見込を変更。通期で営業利益、経常利益、純利益すべてにおいて過去最高益を見込む。 
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おいしい瞬間を届けたい 

中長期的な企業価値向上を目指す 
＜グループ全体＞ 

（1）国内は資産効率の追求による                          
利益成長の実現 

 

（２）海外は事業規模の拡大による 
    売上・利益両面の成長 
  

1.コア事業を軸とした持続的成長の 
  実現 

（１）成長投資の継続 
 

（２）財務戦略 
  ①財務の健全性維持 
  ②資本効率重視                                                                                                                           
 ③安定的・継続的な株主還元の充実 

2.持続的成長に向けた資本・負債の 
  有効活用 

中長期的な経営基盤の強化 

ＥＳＧに配慮した経営の推進 

グループＣＳＲ基本方針「６つの責任」を２００５年に制定 
①新たな顧客価値の創造 ②働きがいの向上 ③コンプライアンスの徹底 
④コーポレートガバナンスの確立 ⑤環境への配慮 ⑥ニチレイらしい社会貢献の推進 
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おいしい瞬間を届けたい 

加工食品事業の外部環境と当社の課題 
＜加工食品事業＞ 

海
外

当
社
の
課
題

国
内

バリューチェーン全体の最適化による利益率改善

需要の変化に対応する新たな価値の提供

北米事業を中心とした事業規模の拡大

ポジティブ要因 ネガティブ要因

外
部
環
境

国
内

海
外

小売・外食産業における労働力
不足

成長が見込まれる分野での
温度帯を超えた競争の激化

原材料・仕入コストの上昇
（世界的な人口増加に伴う
  食糧不足）

米国でアジアンフーズが食文化と
して定着しつつあり、今後も
マーケット規模が拡大

同業他社とのシェア競争の激化

食の外部化の進展（女性の社会
進出、少子高齢化、単身世帯や
二人世帯の増加）



おいしい瞬間を届けたい 
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低温物流事業の外部環境と当社の課題 
<低温物流事業> 

海
外

ポジティブ要因 ネガティブ要因

外
部
環
境

国
内

海
外

構造的な労働力不足に伴う
傭車コスト、荷役コストの上昇

欧州景気の緩やかな回復により
域内物流量が増加

ＥＵの対ロシア禁輸措置に伴い、東欧の
運送会社が西欧域内輸送に参入し
競争が激化

小売、外食業者などの物流最適化
ニーズの増加 道路インフラの整備や大都市圏への

人口集中により、一部の地域で保管
需要が減退

主に大都市圏におけるＴＰＰ発効後の
輸入食料品の増加

冷蔵倉庫の老朽化の進行

東京オリンピック関連需要に伴う
建築コストの上昇

当
社
の
課
題 欧州での更なる事業基盤の強化

労働力不足に起因するコストアップへの対応

更なる成長に向けた新たな事業領域の模索

国
内



加工食品事業 



＜加工食品事業＞ 

おいしい瞬間を届けたい 
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1.家庭用調理品は２ＱでテレビＣＭを放映した主力の米飯類が伸長し増収。業務用調理品は利益率を
重視した商品施策の徹底により減収。営業利益は円安による原材料・仕入コスト増が継続したが、  
前期実施の価格改定を含む利益改善策が寄与し増益。 

 

2.下期も引き続き円安による原材料・仕入コスト増の影響を受けるが、上記の価格改定の効果に加え、
国内生産体制強化による集約・効率化の寄与も高まり増益を見込む。 

利益改善策が奏功し、営業利益は期初見込を上回って推移 

注：売上高は、15/3、16/3ともに売上計上基準の変更（従来、販売費で計上していたものの一部を売上高から控除）による影響を反映 

増減 率 前回見込 増減 増減 率 前回見込 増減 増減 率 前回見込 増減

売上高　計 1,001 35 4% 1,017 -16 984 11 1% 1,023 -39 1,985 46 2% 2,040 -55

家庭用調理品 227 1 1% 230 -3 242 6 2% 242 -0 469 7 2% 472 -3

業務用調理品 422 -15 -3% 445 -23 444 -1 -0% 469 -25 866 -17 -2% 914 -48

農産加工品 99 9 10% 91 8 84 2 2% 82 2 183 10 6% 173 10

海外 153 29 23% 152 1 147 5 3% 157 -10 300 33 13% 309 -9

その他 99 11 13% 99 -0 68 -0 -0% 73 -5 167 11 7% 172 -5

営業利益 34 13 62% 31 3 34 1 3% 34 -0 68 14 26% 65 3

単位：億円

２０１６年３月期

第２四半期（累計） 第３・４四半期（累計）

前年同期間比

通期

前回見込比前年同期間比

加
工
食
品

前年同期間比 前回見込比
見込見込実績

前回見込比
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おいしい瞬間を届けたい 

＜加工食品事業＞ 
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1.家庭用調理品は引き続き米飯類の拡販を進めるとともに、消費者キャンペーンや増量企画の実行   
 により、主力商品の回転を高める。 
 
2.業務用調理品は新技術を活かした秋の新商品である新「春巻」など、主力商品を中心に拡販すると

ともに、利益率を重視した商品施策も継続する。 

主力商品の拡販と並行し、業務用は利益率重視の施策も継続 

業務用調理品 新「春巻」  

本格中華 
具材極だつパリッと春巻 

贅沢中華 
海鮮極だつパリッと春巻 

贅沢中華 
肉極だつパリッと春巻 

新「春巻」の３つの特徴  
①パリッと軽い食感と艶やかな外観 ②圧倒的な具材感 
③手作りのようなふっくらした形状 



32 40 42 48

24 

71 
91 

115 
66

107

134

137

0

100

200

300

13/3 14/3 15/3 16/3E

ＧＦＮ

ＩＣＥ

その他

単位：億円

122

218

267

300

＜加工食品事業＞ 
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おいしい瞬間を届けたい 

1.イノバジアン・クイジーンは家庭用商品の販売が大手量販店チェーンで引き続き好調に推移。              
単品別収益管理手法が浸透し、利益率も改善。下期は惣菜向けを含む業務用商品も拡販し、         
通期で売上高１１５億円、営業利益４億円（のれん償却負担後）を見込む。 

 
2.ＧＦＰＴニチレイは主にタイの国内販売相場の低迷により上期は大きく減益となった。相場は依然として       
低位で推移しているが、バーツ安に伴う輸出採算の改善に加え、スローターラインでの機械化推進     
によるコスト低減効果も表れ、下期の営業利益は改善に向かう。 

米国のイノバジアン・クイジーンを軸に海外売上高が伸長 

海外売上高の推移 

注：13/3の加工食品の売上高のうち、イノバジアン・クイジーンは半期分の実績 出典：Nielsenデータを 基に当社が加工 

イノバジアン・クイジーンのアジアンフーズ（家庭用調理品）の     
                    販売金額と配荷率の推移 
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水産・畜産事業   



＜水産・畜産事業＞ 

 
1.水産はエビ加工品の利益率が改善するなど、２Ｑは１Ｑに比べ業績が回復傾向に。下期は最需要期で

ある第３四半期に拡販を行いつつ、急な相場変動に備え素材品を中心に慎重な買い付けと回転を   
重視した販売を継続する。 

  
2.畜産は供給不足で販売価格が上昇した国産のチキンとビーフが増収増益に寄与。下期も集荷基盤を     

活かし国産チキンの拡販を進める。また、好調に推移する中食ルート向けの加工品の販売を強化する。 

おいしい瞬間を届けたい 
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水産の業績は回復傾向、畜産は引き続き順調 

増減 率 前回見込 増減 増減 率 前回見込 増減 増減 率 前回見込 増減

売上高 340 -6 -2% 333 7 349 9 3% 355 -6 689 2 0% 688 1

営業利益 1 -1 -55% 2 -1 3 3 - 3 -0 4 2 63% 5 -1

売上高 450 30 7% 418 32 431 -44 -9% 422 9 881 -14 -2% 840 41

営業利益 3 1 57% 2 1 3 1 65% 3 -0 6 2 60% 5 1

第２四半期（累計） 第３・４四半期（累計）

前回見込比前年同期間比

単位：億円

前回見込比前回見込比
見込実績

２０１６年３月期

通期

前年同期間比

畜
産

前年同期間比

水
産

見込



低温物流事業   



おいしい瞬間を届けたい 
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<低温物流事業> 

1.国内は前期に稼働した咲洲ＤＣの新設効果により増収。輸配送コストは高止まりしているが、                                             
運送効率化を含むコスト吸収効果に加え、東京圏を中心に在庫が高水準で推移したことで増益。               
下期は新たなコストアップ要因の発生もあり、営業利益は計画線で推移する見込み。          

 
2.海外は欧州で運送の取り扱いが引き続き伸長し増収。営業利益は２Ｑに入りフランスとオランダの                 

冷蔵倉庫で在庫水準が回復し増益。                                                                                                                              
下期も引き続き新規顧客の獲得や既存顧客からの集荷拡大を進める。 

上期の営業利益は計画比大幅増、下期は計画線上を見込む 

増減 率 前回見込 増減 増減 率 前回見込 増減 増減 率 前回見込 増減

売上高 計 917 27 3% 917 -0 903 10 1% 920 -17 1,820 37 2% 1,837 -17

国内小計 745 13 2% 749 -4 720 4 1% 739 -19 1,465 18 1% 1,488 -23

物流ネットワーク 456 -6 -1% 460 -4 441 -12 -3% 458 -17 897 -17 -2% 918 -21

地域保管 289 19 7% 289 0 279 16 6% 281 -2 568 35 7% 570 -2

海外 164 14 9% 160 4 166 3 2% 163 3 330 17 5% 323 7

その他･共通 8 -0 -6% 8 -0 17 3 20% 18 -1 25 2 10% 26 -1

営業利益 計 53 12 29% 43 10 47 1 2% 48 -1 100 13 15% 91 9

国内小計 49 11 30% 40 9 43 3 9% 43 0 92 15 19% 83 9

物流ネットワーク 20 6 45% 16 4 18 -0 -1% 18 -0 38 6 19% 34 4

地域保管 29 5 22% 24 5 25 4 17% 25 0 54 9 19% 49 5

海外 6 1 21% 6 0 5 -0 -3% 5 -0 11 1 9% 11 0

その他･共通 -2 -1 - -3 1 -1 -2 - 0 -1 -3 -3 - -3 0

単位：億円

前回見込比
見込

前回見込比
見込

２０１６年３月期

通期第３・４四半期（累計）

前回見込比

低
　
温
　
物
　
流

前年同期間比前年同期間比前年同期間比
実績

第２四半期（累計）
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1.東京団地冷蔵の建替で庫腹能力が大きく減少した東京圏の港湾地区を中心に、在庫は高水準で推移。
下期も東京圏、大阪圏を中心に庫腹が逼迫した状況が継続する見通し。 

 
2.国内での構造的な労働力不足のなか、トラックドライバーに加え、庫内作業員不足も顕在化している。

適正人員を確保しつつ、荷役作業の効率化を含めた業務改善を推進する。 

<低温物流事業> 

おいしい瞬間を届けたい 
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地域別の有効求人倍率の推移 

出典：厚生労働省発表のデータを当社が加工 

注：15年は１月から８月までの平均で表示 

国内事業は順調に推移するが、新たなコストアップ要因も 

出典：日本冷蔵倉庫協会発表のデータを当社が加工 

首都圏（業界）の冷蔵倉庫の稼動状況 
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参考資料  



 各中計期間の業績の推移 

おいしい瞬間を届けたい 
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注：①リース会計基準の変更に伴い、09/3よりリース資産、リース債務をオンバランス化 
   ②設備投資等には無形固定資産を含む 
     ③13/3より、加工食品の売上高は、売上計上基準の変更（従来、販売費で計上していたものの一部を売上高から控除）による影響を反映 
 

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3E

加工食品事業 1,785 1,848 1,773 1,750 1,740 1,621 1,619 1,742 1,616 1,807 1,939 1,985

水産事業 900 811 747 747 761 672 668 657 637 686 687 689

畜産事業 847 846 809 839 925 776 783 756 755 801 895 881

低温物流事業 1,167 1,271 1,341 1,387 1,423 1,390 1,394 1,495 1,564 1,684 1,783 1,820

不動産事業 92 100 79 75 74 70 66 49 47 50 47 47

その他の事業 82 87 70 63 66 69 62 60 58 37 44 49

調整額 △ 260 △ 270 △ 241 △ 226 △ 244 △ 217 △ 215 △ 210 △ 200 △ 191 △ 196 △ 200

4,614 4,694 4,577 4,636 4,745 4,381 4,378 4,549 4,477 4,874 5,199 5,271

加工食品事業 43 55 60 41 20 26 46 52 60 34 54 68

水産事業 △ 10 △ 17 △ 4 △ 5 3 9 6 2 1 4 2 4

畜産事業 4 3 6 6 △ 0 7 4 5 5 1 4 6

低温物流事業 36 58 72 85 82 79 73 74 86 89 87 100

不動産事業 60 61 45 43 40 37 36 24 23 24 21 21

その他の事業 2 1 1 2 2 4 4 5 4 4 6 6

調整額 △ 0 △ 1 0 1 4 7 △ 2 0 0 1 △ 0 △ 5

135 160 181 174 151 168 167 162 179 158 174 200

経常利益 129 157 174 169 142 155 161 153 172 144 169 194

当期純利益 59 63 108 96 60 91 40 79 98 89 95 120

設備投資等（リース資産を含む） － － － － 149 244 221 122 132 240 242 203
　　（リース資産を除く） 64 75 98 78 128 180 181 94 107 212 198 171
有利子負債（リース債務を含む） － － － － 1,105 858 970 978 969 1,061 1,077
　　（リース債務を除く） 1,120 862 730 661 879 609 725 748 754 857 873
Ｄ/Ｅレシオ（倍） － － － － 1.0 0.7 0.8 0.8 0.8 0.8 0.7
　　（リース債務を除く） 1.2 0.8 0.6 0.6 0.8 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6
自己資本比率（％） 34.0 38.2 41.3 44.3 38.6 43.1 40.4 40.2 41.3 41.9 43.0
ＲＯＥ（自己資本利益率）（％） 6.4  6.4 10.1 8.5 5.3 7.9 3.4 6.8 8.2 6.9 6.8

単位：億円

中計（04～06年度） 中計（07～09年度）
energy 2012
(10-12年度)

RISING 2015
(13-15年度)

売上高合計

営業利益合計



おいしい瞬間を届けたい 
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 加工食品事業の売上計上基準変更の影響について 

1.売上高

【組替後】 【組替前】 【影響額】

上期 下期 通期 上期 下期 通期 上期 下期 通期

売上高　計 2,564 2,635 5,199 売上高　計 2,691 2,761 5,452 売上高　計 -127 -126 -253

 加工食品 小計 966 973 1,939  加工食品 小計 1,093 1,099 2,192  加工食品 小計 -127 -126 -253

家庭用調理品 226 236 462 家庭用調理品 292 305 597 家庭用調理品 -66 -69 -135

業務用調理品 437 446 883 業務用調理品 480 485 965 業務用調理品 -43 -39 -82

農産加工品 91 81 172 農産加工品 103 94 197 農産加工品 -12 -13 -25

海外 125 142 267 海外 125 142 267 海外 0 0 0

その他 87 68 155 その他 93 73 166 その他 -6 -5 -11

2.営業利益

【組替後】 【組替前】 【影響額】

上期 下期 通期 上期 下期 通期 上期 下期 通期

営業利益　計 77 97 174 営業利益　計 77 99 176 営業利益　計 -0 -2 -2

うち、加工食品 21 33 54 うち、加工食品 22 34 56 うち、加工食品 -0 -2 -2

3.当期純利益

【組替後】 【組替前】 【影響額】

上期 下期 通期 上期 下期 通期 上期 下期 通期

当期純利益 42 53 95 当期純利益 43 54 97 当期純利益 -0 -2 -2

単位：億円 単位：億円 単位：億円

2014年度 2014年度 2014年度

単位：億円 単位：億円 単位：億円

2014年度 2014年度 2014年度

単位：億円 単位：億円 単位：億円

2014年度 2014年度 2014年度



おいしい瞬間を届けたい 
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営業利益の増減要因（１５/３－１６/３） 

実績
前回

見込比
見込

前回
見込比

見込
前回

見込比

１５/３期　営業利益 41 - 46 - 87 -
増益要因 17 8 6 2 23 10

4 0 1 -1 5 -1 
運送効率化 3 1 0 -1 3 0
業務改善効果 5 1 2 -1 7 0
電力料の変動影響額 1 3 1 4 2 7

3 3 1 1 4 4
欧州業績影響額 1 0 1 0 2 0

減益要因 -5 2 -5 -3 -10 -1 
新増設による償却負担増 -4 1 -2 0 -6 1
輸配送コスト増（純額） 0 1 -1 -1 -1 0
庫内作業員不足への対応 0 0 -2 -2 -2 -2 

-1 0 0 0 -1 0
１６/３期　営業利益見込 53 10 47 -1 100 9

為替影響

大都市圏での在庫増による業績影響額

新増設による増収効果

単位：億円

第２四半期（累計） 第３・４四半期（累計） 通期

＜低温物流事業＞ 

実績
前回

見込比
見込

前回
見込比

見込
前回

見込比

１５/３期　営業利益 21 - 33 - 54 -
売上会計基準変更による業績影響額 0 0 2 0 2 0
増益要因 46 8 32 1 78 9

価格改定・商品ミックスによるコスト吸収効果 27 0 18 0 45 0
国内の生産体制強化 5 0 7 0 12 0

増収効果 4 0 5 0 9 0
集約・効率化 3 0 5 0 8 0
減価償却費増 -2 0 -3 0 -5 0

増収効果 1 -1 1 -1 2 -2
生産性改善 2 0 2 0 4 0

4 3 0 -1 4 2

2 2 1 1 3 3
その他 5 4 3 2 8 6

減益要因 -33 -5 -33 -1 -66 -6
円安による原材料・仕入コストの上昇 -21 0 -28 0 -49 0
原材料・仕入コストの上昇 -3 0 -3 0 -6 0
GFPTニチレイの業績影響額 -9 -5 -2 -1 -11 -6

１６/３期　営業利益見込 34 3 34 0 68 3

単位：億円

物流効率化

第２四半期（累計） 第３・４四半期（累計） 通期

関係会社（ＧＦＰＴニチレイを除く）の業績影響額

＜加工食品事業＞ 



【主な要因】 

① 売上債権＋34、たな卸資産＋36                                    
（売上の増加や季節的要因） 
 

② １年内償還予定の社債＋100、       
社債△100（長期から短期へ振替） 
 

③ 設備投資の主な内訳 
 ＜加工食品事業＞ 
  ＧＦＰＴニチレイ 第４加工ラインの増設 
 ＜低温物流事業＞                         
  船橋ＤＣ 物流センタ一の一部建替 
 
                   

 
 

 

２０１６年３月期第２四半期 連結バランスシートの変動要因 

おいしい瞬間を届けたい 

14 
注：「設備投資等」には無形固定資産への投資を含む 

科目 15/3 15/9 増減

〔資産の部〕

流動資産 1,387 1,437 50 ①

固定資産 2,032 2,010 △ 22

資産の部合計 3,420 3,447 27

〔負債・純資産の部〕

流動負債 897 1,009 112 ②

固定負債 999 889 △ 109 ②

負債の部合計 1,897 1,899 2

純資産の部 1,522 1,547 25

（うち株主資本） 1,303 1,352 48

有利子負債 1,076 1,059 △ 17

（うちリース債務除く） 873 865 △ 8

科目 14/9 15/9 増減

設備投資等 114 75 △ 38 ③

（うちリース資産除く） 105 64 △ 41

減価償却費 74 80 6

（うちリース資産除く） 55 61 6

単位：億円（未満切り捨て）



２０１６年３月期第２四半期 営業外収支・特別損益の変動要因 

おいしい瞬間を届けたい 
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プラス表示は利益を示す

【営業外収支】 △0 △0 △0 △5 △5 △0

（主要項目）

金融収支 △1 △1 0 △5 △5 △0

持分法による投資損益 0 △0 △0 1 △0 △2

【特別損益】 △5 △4 0 △10 △7 2

（主要項目）

固定資産売却損・除却損 △6 △2 3 △10 △5 5

14/9 15/9 増減増減

第２四半期累計 通　期

増減

単位：億円（未満切り捨て）

見込15/3



注：売上計上基準の変更（従来、販売費で計上していたものの一部を売上高から控除）による
影響を反映 

 

おいしい瞬間を届けたい 

冷凍食品売上高の推移 

（日本冷凍食品協会定義にもとづき、加工食品のほか水産畜産の売上も含む） 

16 
注：13/3より、売上計上基準の変更（従来、販売費で計上していたものの一部を売上高から      
     控除）による影響を反映 
 

注：13/3より、加工食品事業の売上計上基準の変更（従来、販売費で計上していたものの一部を             
売上高から控除）による影響を反映 
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17 

おいしい瞬間を届けたい 
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おいしい瞬間を届けたい 
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2010年4月を100とした場合 

出典：（社）全日本トラック協会発表のデータを当社が加工。常温を含む全温度帯が対象  
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注：在庫率とは冷蔵庫内の全スペースにおいて貨物が占める割合を指す。スペースには通路や作業空間などの荷物が置けない空間が通常半分程度含まれる 

 

おいしい瞬間を届けたい 
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冷蔵倉庫の稼働状況（業界は日本冷蔵倉庫協会資料を当社で加工） 
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 当資料に記されたニチレイの現在の計画・見通し・戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来

の業績に関する見通しであります。将来の業績に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説明

における「確信」、「期待」、「計画」、「戦略」、 「見込み」、 「予測」、 「予想」その他これらの

類義語を用いたものに限定されるものではありません。これらの情報は、現在において入手可能な情報

から得られたニチレイの経営者の判断に基づいております。実際の業績は、さまざまな重要な要素によ

り、これらの業績見通しとは大きく異なる結果となる場合があります。このため、これらの業績見通し

のみに全面的に依拠して投資判断されることは、お控えいただくようお願いいたします。また、新たな

情報、将来の事象、その他の結果にかかわらず、常にニチレイが将来の見通しを見直すとは限りません。

実際の業績に影響を与え得るリスクや不確実な要素には、以下のようなものが含まれます： 

①ニチレイグループの事業活動を取り巻く経済情勢および業界環境 

②米ドル・ユーロを中心とした為替レートの変動 

③商品開発から原料調達、生産、販売まで一貫した品質保証体制確立の実現性 

④新商品・新サービス開発の実現性 

⑤成長戦略とローコスト構造の実現性 

⑥ニチレイグループと他社とのアライアンス効果の実現性 

⑦偶発事象の結果 

など   

 ただし、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。また、リスクや不確実

な要素には、将来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響も含まれます。当資料は、あくまで

ニチレイをより深く理解していただくためのものであり、必ずしも投資をお勧めするためのものではあ

りません。 

当資料取扱い上のご注意 

おいしい瞬間を届けたい 


